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最
近
か
わ
い
い
ハ
ガ
キ
が
届
く
。「
ぼ
く

は
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
六
年
生
で
す
。

ぼ
く
が
雨
や
雪
の
日
で
も
サ
ッ
カ

ー
が
で
き
る
よ
う
に
、
芝
生
の

サ
ッ
カ
ー
場
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
お
願
い
し
ま
す
」。

中
に
は
、
文
章
を
書
か
ず
、

グ
リ
ー
ン
の
土
に
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
と
足
の
絵
が

描
い
て
あ
る
も
の
も
あ

っ
た
。

気
持
ち
は
よ
く
分
か

る
。
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
や
っ
て
い
て
も
、

他
の
競
技
の
邪
魔
に
な
る

と
い
っ
て
、
追
い
出
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
。

で
も
、
ま
と
も
に
サ
ッ
カ
ー

場
を
作
れ
ば
何
億
円
と
か
か
っ

て
し
ま
う
。

子
ど
も
た
ち
の
願
い
は
か
な
え
て

や
り
た
い
。
し
か
し
、
問
題
は
三
つ
あ
る
。

第
一
に
今
時
、
数
億
の
予
算
を
単
費
で
、
つ
ま

り
全
額
市
民
の
税
金
で
出
す
こ
と
は
、
白

石
の
財
政
運
営
の
健
全
性
を
保
つ
上

で
も
、
や
る
べ
き
で
は
な
い
。
第

二
に
芝
生
で
は
手
入
れ
が
大
変

だ
。
毎
年
一
千
万
円
の
費
用
が

か
か
る
。
第
三
に
大
面
積
の

用
地
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
。
地
権
者
の
了
解
も
大

変
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
願
い

の
た
め
に
、
み
ん
な
で
知

恵
を
絞
ろ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
三
人
寄
れ
ば
文
殊

の
知
恵
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
が
言
い
出
し

た
。「
ア
ツ
ギ
ナ
イ
ロ
ン
の
工

場
の
向
か
い
の
河
川
敷
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
草
ぼ
う
ぼ
う
に
な
っ

て
い
る
。
も
う
、
ア
ツ
ギ
も
、
本

郷
第
三
自
治
会
も
使
っ
て
い
な
い
よ

う
だ
。
一
部
野
菜
を
作
っ
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
が
、
こ
の
人
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
願
い

を
か
な
え
る
た
め
に
、
河
川
敷
内
の
場
所
を
変
え

て
耕
作
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
協
力
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」『
了
解
。
河
川
敷
は
県

の
管
理
だ
。
す
ぐ
に
県
に
行
っ
て
協
議
を
し
、
占

用
許
可
を
も
ら
っ
て
来
て
く
れ
』。
土
木
部
が
県

に
行
っ
て
来
た
。「
耕
作
者
の
移
転
の
了
解
は
、

市
が
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
う
一
つ
、
あ
の
場
所

は
県
警
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
警
察
と
協
議
を
す
れ
ば
変
更
は
可
能
で
し
ょ

う
」
と
の
返
事
。

芝
生
の
サ
ッ
カ
ー
場
と
い
う
の
は
維
持
費
が
大

変
で
あ
る
。
年
間
一
千
万
円
ず
つ
の
維
持
費
を
、

市
で
継
続
的
に
出
す
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。
サ

ッ
カ
ー
協
会
に
そ
の
力
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。

芝
生
は
養
生
期
間
が
必
要
な
の
で
、
年
中
練
習
す

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
庭
球
協
会
に
自
主
的
に
管
理
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
工
芝
を
使
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。『
河
川
敷
に
あ
る
人
工
芝
の
サ

ッ
カ
ー
場
で
、
国
の
補
助
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は

な
い
だ
ろ
う
か
』。
都
市
計
画
課
が
探
し
当
て
た

「
あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
」。
前
例
が
あ
れ
ば
可
能

だ
ろ
う
。

さ
て
、
土
地
の
問
題
と
、
芝
の
問
題
は
片
が
付

い
た
。
今
度
は
補
助
金
だ
。
国
の
行
革
で
補
助
金

は
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
あ
っ
て
も
雀
の

涙
程
度
だ
。
商
工
観
光
課
が
言
い
出
し
た
。「
工

業
再
配
置
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
四
年
度

に
、
ソ
ニ
ー
の
第
三
工
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。
企

業
進
出
が
少
な
い
時
期
で
す
の
で
、
可
能
性
に
挑

戦
し
て
み
ま
す
」『
そ
う
か
、
ダ
メ
モ
ト
だ
。
す

ぐ
東
北
経
済
産
業
局
に
交
渉
し
て
く
れ
』

私
は
仕
事
始
め
で
言
っ
た
。『
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
時
代
に
勝
ち
抜
く
に
は
、
他
に
優
れ

た
文
化
や
自
然
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
我
々
が
海
図
な
き
航
海
に
踏
み
出
す
こ

と
で
す
。
そ
の
航
海
を
進
め
て
行
く
に
は
、
諸
君

の
一
人
ひ
と
り
が
、
新
し
い
創
造
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
』。

補
助
金
や
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る
の
は
当
然
だ

か
ら
と
あ
き
ら
め
ず
、
で
は
何
が
あ
る
の
か
を
考

え
る
攻
め
の
姿
勢
で
、
子
ど
も
た
ち
の
希
望
す
る

サ
ッ
カ
ー
場
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

川井市長の 

せせらぎトーク 

「文殊の知恵」 ２月21日に満100歳の誕生日を迎
えた片岡愛子さんを、川井市長が入
所先の特別養護老人ホーム「えんじ
ゅ」に訪ね、祝詞と特別敬老祝金10
万円を贈り、長寿を祝福しました。
片岡さんは、明治37年に遠田郡涌

谷町でお生まれになり、現在の東京
家政大学を卒業後、家庭科の教師と
して活躍され、その後白石の片岡家
に嫁がれました。
ご家族や親戚、職員の皆さんから

祝福された片岡さんは、「夢のよう
です」と心境を語っておられました。

いつまでもお元気で

片岡愛子さんに特別敬老祝金

長く登山愛好家や地域の人々に愛
唱されてきた、『われらうたうみち
のくに…』のフレーズで始まる「蔵
王のうた」は、昨年さとう宗幸さん
が出演したコンサートが開かれた
り、テレビでもたびたび紹介された
りと再び脚光を浴びました。
昨年12月から、JR白石駅と白石蔵

王駅のコンコースでは、白石キュー
ブ合唱団の皆さんの歌唱による「蔵
王のうた」の美しいメロデイーが流
れ、利用者からも好評を得ています。

JR白石駅・白石蔵王駅

コンコースに流れる「蔵王のうた」

ま・ち・か・ど IN！ みなさんからのすてきな情報を待ってます！ 
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１月28日、昔懐かしいお手玉やか
るた、こまなどのあそびを園児たち
に教えながら交流しようと、南町地
区の「ボランティアみなみの会」の
皆さん26人が第二幼稚園を訪問しま
した。
園児たちは、目を輝かせて「あそ

びの名人」から遊び方を教わり、思
い思いに昔あそびを楽しみました。
紙鉄砲の音が勢いよく鳴ったり、

こまが長く回ると、園児たちからは
歓声が上がり、おじいさんおばあさ
んたちも目を細めていました。

２月５日、福岡小八宮分校・不忘分
校・長峰分校と深谷小三住分校の４
校合同で、南蔵王山麓分校スキー大
会が白石スキー場で開催されました。

大会には４分校合わせて40人の児
童が参加。児童たちは、前日から降
り積もったふわふわの新雪の上を、
鮮やかなシュプールを描いて滑り降
りていました。

あそびの名人たちに教わりました

第二幼稚園で「昔あそびの会」

新雪に鮮やかなシュプール

南蔵王山麓分校スキー大会

白石警察友の会の設立40周年を記
念して、１月22日、「“安全安心まち
づくり”ふれあいコンサート」がホ
ワイトキューブで開かれました。
出演した宮城県警察音楽隊の皆さ

んは、演歌や童謡といったメドレー曲
や行進曲などを軽快に演奏しました。
曲の合間には、酒酔い運転防止や

横断歩道のわたり方などの楽しい寸
劇が披露され、隊員による見事なマ
ジックショーも会場を沸かすなど、
舞台と満員の客席が一つになった素
晴らしいコンサートでした。

交流を通して市内外の外国人や会
員間の理解や親睦を深めることなど
を目的に、２月１日、白石ユネスコ
協会主催の新春パーティーが中央公
民館で開催されました。
パーティーには、市内企業の研修

生なども参加して、100名を超える
参加者で賑わいました。

白石ユネスコ日本語教室で学ぶ４
名による、友だちや仕事、方言など、
日本での生活の体験発表のほか、日
舞や各国の歌なども披露され、会場
から盛んな拍手を受けていました。

安全安心まちづくり

ふれあいコンサート

交流を通して世界平和を

ユネスコ新春パーティー

２月２日、白石まちづくり株式会
社が企画して、旧高甚跡地で「白石
大まめまき大会」が催されました。
豆まきには、ひかり幼稚園や大鷹

沢保育園の園児、角田養護学校白石
校の児童など約300人が参加。関係
者がふんした鬼が登場すると、一斉
に「鬼は外！福は内！｣と元気な声
を上げながら豆をぶつけました。
園児たちは、鬼が退散したごほう

びにプレゼントをもらって大喜び。
観客たちにも甘酒などが振る舞わ
れ、季節の伝統行事を楽しみました。

元気に「鬼は外！福は内！」

旧高甚跡地で大まめまき大会

障害を持つ子どもの親たちなどで
つくる白石市手をつなぐ育成会が主
催して、１月18日、「成人を祝う会」
が中央公民館で開催され、新成人た
ちを激励しました。
今年成人を迎えたのは、八巻広明

さんと八乙女裕也さんです。お二人
は蔵王すずしろ（蔵王町）に勤務さ
れ、元気に頑張っています。
八巻さんと八乙女さんは、は来賓

からの祝辞や記念品贈呈に続き、
「新成人になってとてもうれしいで
す。これからもよろしくお願いしま
す」と力強くあいさつしていました。

新成人たちを激励しました

手をつなぐ育成会「成人を祝う会」

白
石
蔵
王
駅
コ
ン
コ
ー
ス

▲




